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失敗事例のタイトル  
FRP製塩酸タンクの劣化 

一次原因（材料要素）  
割れ、脆化、剥離 

機種  
タンク（貯槽） 
	
  

部品  
気相部 

材料  
FRP 

概略の寸法  
 

損傷発生時の状況  
約 15年使用した FRP製塩酸タンク（常温、35％塩酸の貯槽）の気相部に割れが発生した。 

調査内容とその結果  
FRP は内面より黒く変色し、劣化が進行しており、中間部では剥離が発生していた。また、内層、外層ともに
脆化と強度低下が起こっていた。劣化は液相部よりも気相部で顕著だった。 

損傷発生のシナリオ  
長期間の使用により FRP中への塩酸の浸透、拡散が内層から外層の強化層のガラス繊維にまで達し、強度低下
を起こし繊維の縦方向の脆化割れを生じさせた。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
より短期間の寿命設定と定期的更新（設定寿命：8～10年）。（採録者見解） 

教訓  
FRP の劣化診断、判定は各種非破壊検査の適用性を含め種々検討されているが、未だ確定的手法は見出されて
いない。目視による変色の判定を基に寿命の見極めが大切である（採録者見解）。 
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